
H18（2006）.4.13

1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　。

●災害に備えて防災意識を高めましょう…… 2 ページ

●９月は高齢者保健福祉月間………………… 6 ページ

●夏休み 子どもたちがいろんなことに挑戦…14 ページ

●すけっちしんおんせん…………………… 26 ページ

●くらしの情報……………………………… 28 ページ
9

新温泉町広報
－平成24年9月号－

vol.84

９月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　防災週間啓発事業として９月２日に竹田地区で、消防団温泉支団と美方広域消防本部、美
方警察署の連携のもと、温泉地域個別防災訓練を実施しました。
　訓練は、朝５時 45 分から開始。ＪＡたじま種子センター付近を火点とした本番さながら
の火災想定訓練と無線訓練を行い、消防署員と消防団員 91 名は、機敏な動作で中継送水に
よる放水を行いました。



2広報しんおんせん（9月号）

H24（2012）.9.13

町政のうごきから

①
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
や
ラ
ジ
オ

で
、
台
風
の
進
路
予
想
や
勢
力
、
降

水
予
想
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
雨
ど
い
や
排
水
溝
を
点
検
し
、
排
水

し
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

③
ベ
ラ
ン
ダ
や
家
の
ま
わ
り
に
あ
る
植

木
鉢
な
ど
飛
散
の
危
険
が
あ
る
も
の

は
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

④
サ
ッ
シ
や
窓
を
補
強
し
て
、
戸
締
り

の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
、
避
難
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ

た
と
き
は
、
避
難
準
備
情
報
、
避
難

勧
告
、
避
難
指
示
と
い
っ
た
町
か
ら

の
避
難
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

避
難
時
の
注
意
点

①
正
確
な
情
報
収
集
を
し
て
早
め
に
近

く
の
避
難
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
協
力
し

ま
し
ょ
う
。

③
動
き
や
す
い
服
装
と
集
団
で
の
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

④
大
雨
に
よ
る
急
な
水
害
が
発
生
し
て

避
難
所
へ
の
避
難
に
危
険
が
伴
う
と

き
は
、
無
理
を
し
て
避
難
所
へ
行
か

ず
に
頑
丈
な
建
物
の
２
階
以
上
へ
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

非
常
持
出
品
の
準
備
を

　

食
糧
（
３
日
分
）、
水
、
懐
中
電
灯
、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
毛
布
な
ど
の
非
常
持
出

品
は
、
日
頃
か
ら
家
庭
で
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
、
常

備
薬
、
保
険
証
な
ど
も
忘
れ
ず
に
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
は
地
理
的
・
自
然
的
条
件
か
ら
、
地
震
や
大
雨
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
発

生
し
や
す
い
国
で
す
。近
年
の
自
然
災
害
は
、〝
記
録
的
〟 〝
こ
の
よ
う
な
事
は
初
め
て
”

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
多
様
な
形
で
発
生
し
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
取

り
組
む
「
自
助
」、
地
域
や
身
近
に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
っ
て
取
り
組
む
「
共
助
」、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
取
り
組
む
「
公
助
」
が
重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
基
本
と
な
る
の
は
「
自
助
」
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
の
安
全
を

守
る
こ
と
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
、
自
分
が
無
事
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

ま
ず
、
災
害
に
備
え
て
、
自
分
の
家
の
安
全
対
策
を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
家
の
外
で

災
害
に
遭
遇
し
た
と
き
の
、
身
の
安
全
の
守
り
方
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

秋は台風や大雨が多いシーズンです！

災害に備えて一人ひとりが防災意識を高めましょう
◆問合せ　町民課 ℡ 82-5621 ／総合支所 地域振興課 ℡ 92- 1131　

■ 
台
風
へ
の
備
え
を　

　
　
　
　
　

し
っ
か
り
と

　

秋
の
台
風
は
勢
力
が
強
く
、
秋
雨
前

線
を
刺
激
し
て
大
雨
と
な
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
の
進
行
速

度
が
速
い
ほ
ど
離
れ
て
い
て
も
強
い
風

が
吹
く
の
で
備
え
を
し
っ
か
り
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

台
風
は
発
生
時
か
ら
天
気
予
報
で
進

路
や
勢
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
台
風
の
影
響
を
受
け
る
ま
で
に
、

数
日
の
猶
予
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
台
風
の
進
路
や
強
さ
を
確
認

し
、
早
め
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

平成 23 年台風 12 号（町道畑ヶ平線）
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H24（2012）.9.13

町政のうごきから

■ 

町
か
ら
の
避
難
情
報

　

町
は
、
災
害
時
に
避
難
の
た
め
の
三

つ
の
情
報
を
発
表
・
発
令
し
ま
す
。

1
避
難
準
備
情
報

　

災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
ま

り
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
が
避
難

を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、

避
難
準
備
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
は
避
難
所

へ
の
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
通
常
の

避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
、
避
難
の
準

備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

2
避
難
勧
告

　

災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
明
ら
か

に
高
ま
っ
た
と
き
に
、
み
な
さ
ん
に
避

難
を
す
る
よ
う
発
令
し
ま
す
。

　

通
常
の
避
難
行
動
が
で
き
る
人
は
避

難
所
へ
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

3
避
難
指
示

　

災
害
の
発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に

高
い
と
き
に
発
令
し
ま
す
。

　

避
難
行
動
中
の
と
き
は
急
い
で
避
難

所
へ
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
避

難
し
て
い
な
い
方
は
直
ち
に
避
難
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。 

■ 

町
か
ら
の
情
報
発
信

　

災
害
や
避
難
の
情
報
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
浜
坂
地
域
は
防
災
無
線
で

（
６
８
・
８
６
５
Ｍ
Ｈ
ｚ
）、
温
泉
地

域
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
情
報
放
送
を
し
ま

す
。

②
携
帯
電
話
で
メ
ー
ル
受
信
で
き
る
防

災
ネ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
登
録
が
必
要
で
す
。（
登
録
は
無
料

で
す
が
、
受
信
デ
ー
タ
に
伴
う
費
用

が
か
か
り
ま
す
。）

③
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
り
、
新
温
泉

町
域
に
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、ａ
ｕ
、

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
電
話
ユ
ー

ザ
ー
に
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

④
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
情
報

（
告
知
放
送
の
内
容
や
道
路
情
報
な

ど
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
消
防
団
の
消
防
車
に
よ
る
放
送
走
行

を
し
ま
す
。

■ 

土
砂
災
害
に
も
注
意
を

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
に
は
「
が
け
崩
れ
」、「
土
石

流
」、「
地
す
べ
り
」
な
ど
が
あ
り
、
台

風
な
ど
で
集
中
し
て
雨
が
降
る
と
危
険

性
が
高
ま
り
、
大
き
な
被
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

一
回
当
た
り
の
雨
量
が
少
な
く
て

も
、
続
い
て
台
風
が
来
た
場
合
や
連
続

し
て
雨
が
降
っ
た
場
合
に
も
地
盤
が
緩

ん
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
す
。

■ 

土
砂
災
害
へ
の
備
え

　

雨
の
量
が
多
く
、
崖
か
ら
水
が
噴
き

出
し
た
り
、
木
の
根
が
ブ
ツ
ブ
ツ
と
切

れ
る
音
が
し
た
場
合
は
、
土
砂
災
害
発

生
の
予
兆
で
す
。

　

普
段
と
違
っ
た
現
象
を
見
聞
き
し
た

と
き
は
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
異
常
に
気
付
い
た
と
き
は
役
場

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

日
ご
ろ
か
ら
の　
　

　
　
　
　
　

備
え
が
大
切

　

災
害
か
ら
身
を
守
り
、
い
か
に
減
災

す
る
か
は
日
頃
の
備
え
に
よ
り
ま
す
。

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
に
も

し
っ
か
り
と
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　日本海海底と西日本太平洋海底に発生する巨大地震と津波被害についての歴史を振り返り、本町に
おける津波対策を考えます。防災意識と地域防災力を高めましょう。
　◆と　き　10 月６日（土）午後１時 30 分～４時 30 分
　◆ところ　浜坂多目的集会施設　多目的ホール
　◆内　容　＊講演　演題：「地震災害・津波災害に備えて」
　　　　　　　　　　講師：放送大学鳥取学習センター所長　西田良平さん（鳥取県防災顧問）
　　　　　　＊パネルディスカッション　テーマ：「自らの手で地域防災力を高めよう」
　◆問合せ　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

山陰海岸ジオパーク　世界加盟２周年記念

「防災シンポジウム」 ～山陰海岸から地震・津波防災を考える～ のご案内

平成 23 年台風 15 号（町道久谷線）
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広報しんおんせん（9月号）

町政のうごきから

　本町の消防団（西岡安雄団長、748 名）は、町民の生命と財産を守り、安全・安心のまちづくりのた
め、日ごろから消防技術の向上と団員としての意識向上に努めています。
　８月５日に温泉支団の夏期訓練（健康公園）、８月 25 日に浜坂支団の消防大会（浜坂町漁業協同組
合駐車場）がそれぞれ支団ごとに行われ、日ごろの訓練で磨いた消防技術の正確さや速さを競いました。
　各大会の成績は次のとおりです。

【温泉支団夏期訓練　成績】
◇的落としの部　　優勝　　　温泉第２分団
　　　　　　　　　準優勝　　温泉第５分団
◇規律の部　　　　優勝　　　温泉第 5 分団
　　　　　　　　　準優勝　　温泉第１分団

【浜坂支団消防大会　成績】
◇小型ポンプ操法の部　優勝　　浜坂第３分団芦屋部
　　　　　　　　　　　準優勝　浜坂第６分団三尾部
◇ポンプ車操法の部　　優勝　　浜坂第７分団大庭部
　　　　　　　　　　　準優勝　浜坂第２分団浜坂２部

新温泉町消防団 夏期訓練・消防大会
　　　　　　　　　　　　　　　～ 初期消火の要　日ごろの訓練の成果を披露 ～

温泉支団の夏期訓練

浜坂支団の消防大会

　新温泉町全域で、地震と津波を想定した防災訓練を 10 月 28 日（日）に実施します。地域防災力
向上のため、子どもからお年寄りまで全ての町民の皆さんのご参加をお願いします。
◆１次訓練：避難訓練
　○とき　同日午前８時　　○ところ　町全域
◆２次訓練：消防本部や警察関係機関の訓練と参加型訓練
　○とき　同日午前９時 10 分　 　○ところ　浜坂すこやか広場
※当日はサイレン吹鳴や消防・警察車両によるサイレン走行を行う予定ですので、火災や災害とお間

違えないようご注意ください。　　　　　　　　　◆問合せ　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

10 月 28 日（日）に「新温泉町総合防災訓練」を実施します
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広報しんおんせん（9月号）

町政のうごきから

第３回 新温泉町岸田川駅伝競走大会のご案内

　タスキをつなぎゴールをめざす「第３回新温泉町岸田川駅伝競走大会」を、次のとおり開催します。
今回は、コースを見直し、さらに区間を全部門５区間としています。多数の参加をお待ちしています。

◇開会式　　午前   8 時 30 分　出合河川敷グラウンド
◇スタート　午前   9 時　　　   地域・一般・事業所・中高男子
　　　　　　　　　　　　　　　（同グランド上堤防道路）
　　　　　　午前 10 時 30 分　女子・小学・中高女子
　　　　　　　　　　　　　　　（浜坂県民サンビーチスタート）

◇参加費　１チーム　1,000 円
　　　　　（小・中・高校生は無料）
◇申込締切　９月 27 日（木）
　＊登録選手名簿　10 月 2 日（火）
　＊区間選手名簿　10 月 17 日（水）
◇申込方法　社会教育課または温泉公民館
へ申込書に参加費を添えて提出

◇代表者（監督）会議
　＊ 10 月 12 日（金）
　　午後７時 30 分～　浜坂多目的集会施設
　　※欠席の場合、棄権となります。
　＊ 10 月 21 日（日）当日
　　午前８時～　出合河川敷グラウンド
　　午前 10 時～　ジオパーク館
　　　　　　　　　（女子・中高女子・小学）
◇問合せ　社会教育課　℡ 82-5629
　　　　　温泉公民館　℡ 92-1870

10 月 21 日（日）

スタート：出合河川敷グラウンド上堤防道路 ▶

第１中継点：今岡橋東詰 ▶

第２中継点：用土（堤防） ▶

井土

出合

今岡金屋

用土

古市

新市

七釜

二日市
戸田

福富

清富
浜坂

三谷

栃谷

▼ ゴール：浜坂県民サンビーチ

地域・事業所・一般・中高男子  駅伝コース図

◀ 第４中継点：山村広場

◀ 第３中継点：七釜

5 区
2.8㎞

4 区
2.1㎞

3 区
1.9㎞

2 区
1.6㎞

1 区
2.2㎞

9

178

部　門 コース

地域の部
出合河川敷グラウンド上堤防道路

～浜坂県民サンビーチ
＊５区間　10.6㎞
　（左の図のとおり）

事業所の部

一般の部

中高男子の部

女子の部
浜坂県民サンビーチ～

岸田川河口付近
＊５区間　7.5㎞
　（1.5㎞× 5  周回コース）

中高女子の部

小学生男子の部

小学生女子の部
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広報しんおんせん（9月号）

町政のうごきから

　

８
月
28
日
、
田
中
の
馬
場
ま
つ
ゑ
さ
ん

が
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
岡
本

町
長
と
坂
本
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
藤
田

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
温
泉
支
部
長
が
自
宅
を

訪
れ
て
、
お
祝
い
の
額
や
記
念
品
、
花
束

を
贈
っ
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
使
っ
て
自
宅
近
く
を

歩
か
れ
る
と
い
う
馬
場
さ
ん
は
、
百
歳
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
、
と
て
も
お
元
気
で
し

た
。
読
書
が
好
き
で
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
な

く
て
も
新
聞
の
文
字
も
読
め
る
そ
う
で

す
。
週
に
２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
て
、
自
分
を
大
切
に
し
て

く
れ
る
家
族
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

９月は高齢者保健福祉月間です

住みなれた地域で安心していきいき暮らせるまちに

　本町では、高齢者が住みなれた地域で安心していきいき暮らし続けることができるよう、介護や健康、
福祉等の各種サービスを提供するなど、さまざまな施策を展開しています。
　身近な相談窓口として「地域包括支援センター」を設置して、ご本人やご家族等からの相談に応じて
います。お気軽にご相談ください。　　　　　　　　◆問合せ　地域包括支援センター　℡ 82-5623

敬
老
祝
福
事
業
を
行
い
ま
し
た

　

９
月
12
日
に
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て

祝
品
を
贈
り
ま
し
た
。

＊
最
高
齢
者
の
方

＊
満
88
歳
の
方
（
大
正
12
年
９
月
17
日

～
大
正
13
年
９
月
16
日
生
ま
れ
）

＊
金
婚
夫
婦
の
方
（
昭
和
38
年
に
成
婚

さ
れ
、
申
込
み
の
あ
っ
た
方
）

認
知
症
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

＊
テ
ー
マ

　
「
見
守
り
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」

＊
と
き

　

11
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

＊
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

＊
講
師

　

但
馬
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー
長　

高
石
俊
一
先
生

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

本
町
に
は
、現
在
68
の
地
区
（
単
位
）

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数
は

２
７
５
０
人
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
特
色
を
持
ち
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
や
懇
親
会
な
ど
楽
し
く
活
動
し

て
い
ま
す
。参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

地
区
の
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

百
寿
の
お
祝
い
訪
問

　

地
域
に
住
む
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
相
談
・
支
援
の
総
合
窓
口
と
し
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

介
護
予
防
や　
　
　
　
　
　
　

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

▪
自
宅
で
元
気
に
生
活
し
た
い
。

▪
健
康
や
食
事
の
こ
と
を
相
談
し
た
い
。

▪
福
祉
サ
ー
ビ
ス
っ
て
何
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
。

健
康
や
介
護
に
つ
い
て

▪
介
護
保
険
制
度
の
こ
と
を
聞
き
た
い
。

▪
将
来
の
介
護
が
不
安
…

▪
近
所
の
○
○
さ
ん
調
子
が
悪
い
み
た

い
。
心
配
だ
な
ぁ
…

虐
待
に
つ
い
て

▪
隣
の
人
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
よ
う
で

相
談
し
た
い
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

▪
後
見
人
に
つ
い
て
や
遺
言
、
相
続
に
つ

い
て
相
談
し
た
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
っ
て
？

こ
ん
な
と
き
ご
相
談
く
だ
さ
い
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～山を歩いて身も心も健康に～
山歩き体験講座（秋）参加者募集

　浜坂地区のシンボル的な山である「蓮台山」（標
高：629㍍）を歩いてみませんか。陰山道大さん
を講師に、明るく元気に歩きます。
◇と　き　午前 7 時 30 分～午後 3 時 30 分頃
　　　　　 ※雨天中止（小雨でも中止します）
◇行　程　図書館発→（バス）→桃観トンネルま
　　　　　たは余部市午橋→蓮台山→展望地点→
　　　　　蓮台山→下山→（バス）→図書館着
◇対　象　小学 4 年生以上
　　　　　　（小学生は保護者の同意書が必要）
◇募集人員　30 名程度
◇参加費　100 円（保険料含む）
◇持ち物　弁当、お茶、簡易雨具、手袋、タオル
　　　　　など（安全のため登山靴の着用をおす
　　　　　すめします）
◇応募期限　10 月 10 日（水）
◇共    催　加藤文太郎山の会

人形劇公演

　「人形劇団こうま座」のみなさんによる人形劇
公演を行います。家族そろってお越しください。
◇と　き　午後２時～
◇内　容　人形劇公演「ケロちゃんトーク」ほか
◇参加料　無料
◇申込み　不要

文太郎鍋のふるまい

　図書館まつりイベントの「人形劇｣ や ｢山歩き
体験講座｣ のあとは、大好評の文太郎鍋をご賞味
ください。（無料）
◇と　き　午後 3 時～

加藤文太郎記念図書館「図書館まつり」

特別おはなし会

　ぶんちゃんのおはなしポケットのメンバーと職
員による特別なおはなし会。何が飛び出すやら。

◇と　き　午後２時～

◇テーマ　『新作発表会』

―申込み・問合せ―
加藤文太郎記念図書館　℡８２ ‐ ５２５１

　加藤文太郎記念図書館は、恒例の「図書館まつり」を開催します。今年も趣向を凝らしたさまざ
まな催しを用意して、皆さまのお越しをお待ちしています。ぜひご来館ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会場は、記載がない場合は加藤文太郎記念図書館内）

おはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な折り紙など
をします。お子さんと一緒に参加しませんか。
◇と　き　午後 2 時～
◇内　容　『やきいもの日』他

子どもシネマの会

◇と　き　午後 3 時～
◇内　容　『ヨウカイとむらまつり』（45 分）

10 月 13日 （土）

10 月 14日 （日）

10 月 20日 （土）
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兵
庫
県
で
は
、
少
子
化
の
大
き
な
要
因
と
さ
れ
る
「
晩
婚
化
・
未
婚
化
」
へ
の
対
策
と
し
て
、
社
会

全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
た
め
、
平
成
18
年
6
月
に
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
青
少
年
本
部
内
に
「
ひ
ょ

う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ょ
う
ご
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
、
兵
庫
県
か
ら
委
託
さ
れ
た
公
的
な
組
織
と
し
て
、

独
身
男
女
の
出
会
い
を
提
供
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
12
月
に
は
、
独
身
男
女
の
1
対
1
の
お
見
合
い
の
機
会
を
提
供
す
る
「
ひ
ょ
う
ご
縁
結
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
2
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
1
年
目
で
４
０
０
０
人
を
超
え

る
登
録
者
（
は
ば
タ
ン
会
員
）
が
あ
り
、
兵
庫
県
全
体
で
約
３
３
０
０
組
（
但
馬
で
は
49
組
）
の
お
見

合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
８
月
末
現
在
、
は
ば
タ
ン
会
員
同
士
で
の
成
婚
数
は
77
組
（
但
馬
で
は

５
組
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
最
寄
り
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、「
但
馬
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ひょうご縁結びプロジェクト

はばタン会員登録のご案内
～兵庫県が１対１のお見合いの機会を提供します～

1 はばタン会員入会
　電話予約の上、最寄りのサポートセンターへ登録
手続きにお越しください。（登録料：3,000円／年度）

2 お相手プロフィールの閲覧
　プロフィールの閲覧は、電話予約の上、最寄りの
サポートセンターへお越しください。
　閲覧時間は、原則１時間以内です。（相談を含む）

3 お見合い申込み
　お見合いを希望する相手が見つかったら、サポー
トセンター相談員が相手方にお見合いの申込みを
します。
　（注）あなたのプロフィールが、相手の求める条件
　　に合わない場合は申込みできません。

4 お見合い
　お見合いは基本的にサポートセンターで、前半は
相談員も出席して 30 分程度行います。双方とも交
際意志があると確認された場合に、改めて相手方
の連絡先をお伝えします。それまではトラブル防
止のため、連絡先等は公開しません。

5 交際・結婚、退会
　交際がスタートした後も、アドバイス等ご遠慮な
くご相談ください。また交際の進行状況等をお知
らせください。結婚が決まりましたら、記念品を
進呈し、退会の手続きを行います。

はばタン会員登録から
結婚までの流れ

＊ 問 合 せ ＊
　但馬出会いサポートセンター
（但馬長寿の郷　研修棟 1階）

℡（079）662-7701
　★詳しくは、ひょうご出会いサポートセンター

ホームページをご覧ください。
http://hdsc.seishonen.or.jp/

兵庫県少子対策本部
シンボルマーク
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開催日時　10 月 21 日（日）　午前８時～午後６時

開催場所　米子市・大山町（集合：温泉総合支所）

募集対象　・男性　美方郡内在住・在勤の 25 歳以上の独身の方（定員 15 名）

　　　　　・女性　25 歳以上の独身の方（定員 15 名）

参 加 費　男性　3,000 円、女性　2,000 円　※当日集金

申込締切　10 月 12 日（金）※先着順で募集人数に達し次第締切り

申込方法　①氏名、②年齢、③性別、④住所、⑤電話番号を明記の上、ＦＡＸ、

　　　　　E-mail または郵便でお申込みください。

実施団体　若者交流会 in 香美実行委員会　／　共催　新温泉町

＊申込み・問合せ＊

・香美町役場　企画課内　若者交流会事務局　℡（0796）36-1962

・新温泉町役場　企画課　〒 669-6792（住所記載不要）　℡ 82-5624　℻ 82-3054

　　　　　　　　　　　  E-mail  kikaku@town.shinonsen.lg.jp

いつもの町からとびだして、大山「トム・ソーヤ牧場」でＢＢＱ、そして「大山乗
馬センター」で乗馬体験を一緒に楽しみましょう
若者交流会が皆さんの出会いをちょっとだけお手伝いします

デザートバイキングで美味しいデザートを食べたりゲームをしたりしながら、会話
をたくさんしていただくようなイベントです♪

開催日時　11 月 11 日（日）　午後３時～６時

　　　　　※男性のみ事前セミナーあり：午後２時～

開催場所　「Ｃａｆｅ	 ＳＯＵＲＣＥ」鳥取市弥生町２２７　グレースビル２Ｆ

募集対象　香美町、新温泉町、鳥取市、岩美町、八頭町、若桜町に在住で、

　　　　　概ね 30 歳～ 45 歳の独身の方（定員 男女各 20 名）

参 加 費　男性　2,000 円、女性　1,000 円　※当日集金

申込締切　10 月 19 日（金）　※応募者多数の場合は抽選

申込方法　①氏名、②年齢、③性別、④住所、⑤電話番号、⑥ニックネームを明記

　　　　　の上、ＦＡＸ、E-mail または郵便でお申込みください。

実施団体　コリドー 21

　　　　　※鳥取県と兵庫県の県境に位置する 1 市５町（香美町、新温泉町、鳥取市、

　　　　　　岩美町、八頭町、若桜町）で組織された会です。

＊申込み・問合せ＊

コリドー 21 事務局　〒 669-6792（住所記載不要）　新温泉町役場企画課内

　　　　　　　　　　℡ 82-5624　℻ 82-3054　E-mail  kikaku@town.shinonsen.lg.jp

新たな出会いを求めて！
「若者交流会バスツアー」と「恋結びパーティー」で始まる恋の物語

行こうよ！自然の王国大山へ　若者交流会バスツアー

コリドー 21恋結びパーティー 2012

　

何
と
な
く
出
会
う
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
と
い
う
あ
な
た
。
思
い
切
っ
て

出
会
い
の
場
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

１
対
１
ト
ー
ク
や
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
、
じ
っ
く
り
と
自
分
に
合
っ
た
相
手
を
探

し
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
素
敵
な
出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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８
月
の
強
調
月
間
中
に
、
10
地
区
・
５
団
体
で
人
権
学
習
会
を
開
催
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
５
３
５
人
が
参
加
し
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
と
「
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
共
生
社
会
と
人
権
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
人
権
啓
発
ド
ラ
マ
「
桃

香
の
自
由
帳
」
を
視
聴
後
、
町
人
権
啓
発
指
導
員
が
講
話
し
ま
し
た
。
今
回
の
学
習

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想
や
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

　

身
近
な
地
域
・
団
体
で
、
人
権
学
習
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

 

身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
会
の
機
会
を

「
共
生
社
会
と
人
権
」を
テ
ー
マ
に
人
権
学
習
会

 

８
月
の
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」

　
    

町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す

■
身
近
に
あ
り
が
ち
な
話
だ
け
に
、
参

考
に
す
べ
き
点
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

と
思
う
。
子
ど
も
の
素
直
な
心
を
伸

ば
す
の
も
生
か
す
の
も
、
周
囲
の
大

人
の
影
響
が
大
き
い
。
そ
れ
を
教
え

て
く
れ
る
ド
ラ
マ
だ
っ
た
。
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。
勉
強
に

な
っ
た
。（
50
代
男
性
）

■
人
権
と
い
う
と
難
し
く
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
日
常
生
活
の
小
さ
な
こ
と

の
中
に
も
あ
る
と
感
じ
、
少
し
で
も

考
え
直
し
て
暮
ら
し
て
い
く
よ
う
努

め
、
生
活
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
し

て
い
き
ま
す
。
桃
香
の
よ
う
な
清
ら

か
な
心
で
人
に
接
す
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。（
60
代
女
性
）

■
桃
香
は
差
別
せ
ず
誰
と
で
も
接
し
て

仲
良
く
し
た
の
が
と
て
も
偉
い
と
思

い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
桃
香
の
よ
う
に

誰
と
で
も
仲
良
く
接
し
た
い
で
す
。

（
10
代
男
性
）

■
私
に
も
子
ど
も
が
い
ま
す
の
で
、
子

ど
も
の
純
粋
な
気
持
ち
を
摘
ま
ぬ
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
40
代
男
性
）

▼
問
合
せ

　
　
　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

※
各
種
ビ
デ
オ
上
映
、
講
師
、
助
言
者

の
派
遣
、ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
８
月
を
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」
町
民
運
動
推
進
強
調
月
間
と
し
て
、「
な
く
そ
う
差

別　

守
ろ
う
人
権　

み
ん
な
の
21
世
紀
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
街
頭
啓
発
や
企
業
・
事
業
所
訪
問
啓
発
、
人
権
学
習
会
な

ど
様
々
な
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
各
地
域
で
行
わ
れ
た
「
人
権
学
習
会
」
と
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
人
権

を
考
え
る
つ
ど
い
」
に
つ
い
て
を
紹
介
し
ま
す
。

地
区
人
権
学
習
会
に　

　
　

参
加
し
ま
し
ょ
う

▼
テ
ー
マ　

共
生
社
会
と
人
権　

～
つ

な
が
り
・
さ
さ
え
あ
う　

わ
た
し
た

ち
の
ま
ち
～

▼
内
容　

人
権
啓
発
ド
ラ
マ

　
「
桃
香
の
自
由
帳
」
の
視
聴
と
講
話

▼
時
間　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

※
都
合
の
良
い
会
場
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

※
温
泉
地
域
で
は
、
各
ふ
れ
あ
い
・
子

育
て
学
級
で
人
権
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

地　区 日　　　時 会　　　場
浜坂１区 ９月 15 日（土）旭町ふれあいセンター
浜坂８区 15 日（土）浜坂海岸レクリエーションセンター
浜坂７区 19 日（水）ユートピア浜坂
浜坂２区 　　26 日（水）文化会館
浜坂４区 10 月 19 日（金）文化会館

・浜坂 1 区：旭町、京口町、京口 1・2 丁目、南町、秋葉台
・浜坂 2 区：東町 1・2・3 丁目、泉町、栄町
・浜坂 4 区：寺町、奥中町、地堂 1・2 丁目
・浜坂 7 区：御屋敷町、小井津町、下本町、港筋町、戎崎町、元堀町
・浜坂 8 区：浜町、浜岡町、松原町
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町政のうごきから
 「

人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

前
総
務
大
臣　

片
山
善
博
さ
ん
が
講
演

　

10
月
に
役
場
福
祉
課
内
に
設
置
予
定

   「
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

　

講
演
会
は
、
前
総
務
大
臣
で
現
在
は

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
の
片
山
善

博
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
震
災
復
興

を
通
じ
て
考
え
る
『
ま
ち
づ
く
り
』
の

視
点
」
と
題
し
て
、
鳥
取
県
知
事
お
よ

び
総
務
大
臣
と
し
て
政
治
に
携
わ
っ
た

経
験
の
中
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
と
し
た
、
弱
い
立
場
の
方
の
不
安

を
安
心
に
変
え
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
の

手
法
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
鳥
取
県
知
事
時
代
に
発
生
し

た
平
成
12
年
の
鳥
取
県
西
部
地
震
に
お

い
て
、
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
か
な
い
実
践

的
な
訓
練
の
成
果
が
生
か
さ
れ
た
こ
と

や
、
全
国
で
初
め
て
住
宅
再
建
支
援
を

行
う
決
断
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な

い
災
害
へ
の
準
備
の
必
要
性
と
、
災
害

直
後
は
１
０
０
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
目
の
前
の
人
々

に
共
感
し
、
今
、
何
が
で
き
る
か
を
考

　
「
障
害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
23
年
６
月
17
日
に
成
立
し
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、　

10
月
に
「
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
福
祉
課
内
に
設
置
し
、

障
が
い
者
虐
待
、
権
利
の
侵
害
の
防
止
に
努
め
、
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

可
能
と
な
る
仕
組
み
を
整
え
、
地
域
の
関
係
機
関
と
協
力
を
図
り
支
援
体
制
を
強
化

し
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
は

　

虐
待
は
障
が
い
者
の
尊
厳
を
脅
か

し
、
自
立
や
社
会
参
加
を
妨
げ
ま
す
。

虐
待
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
が
、
虐
待
に
気
づ
か
な
い
ま
ま

起
き
て
い
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

○
特
定
の
人
や
家
庭
、場
所
で
は
な
く
、

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

○
虐
待
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い

る
認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ

と
認
識
で
き
な
い
で
、
自
分
か
ら
被

害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。虐

待
に
気
づ
い
た
ら　

　
　

速
や
か
に
通
報
を

　

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
人
に

は
、
通
報
義
務
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ

る
み
の
早
め
の
対
応
や
支
援
が
、
虐
待

さ
れ
て
い
る
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
、

虐
待
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
防
止　

　
　

セ
ン
タ
ー
の
機
能

①
養
護
者
、
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者

等
、
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

に
関
す
る
通
報
ま
た
は
届
出
の
受
理

②
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待
の
防

止
と
養
護
者
か
ら
虐
待
を
受
け
た
障

が
い
者
の
保
護
の
た
め
の
相
談
や
指

導
、
助
言

③
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
と
養
護
者
へ

の
支
援
に
関
す
る
広
報
・
啓
発

◆
障
が
い
者
虐
待
の
通
報
や
、
障
が
い

に
つ
い
て
の
相
談
は
、
新
温
泉
町
障

が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
役
場
福
祉
課
内
）℡ 

82
‐
５
６
２
０

　

  　
　
　
　
　
　

℻ 

82
‐
２
９
７
０

え
る
こ
と
の
重
要
性
を
話
さ
れ
、
災
害

を
通
じ
た
人
権
の
視
点
を
再
認
識
す
る

貴
重
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
先
立
ち
、
人
権
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
優
秀
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

岡
本
教
育
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
は
、
同
入
選
作
品
と
浜
坂
高
等
学

校
美
術
部
の
作
品
を
展
示
し
参
加
者
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

社
会
教
育
課　

℡
82
‐
５
６
２
９

　

８
月
４
日
に
は
、「
新
温
泉
町
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
を
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

町
民
約
４
０
０
人
の
参
加
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
展
示
や
講
演
会
を
行
い
、
人
権
尊
重
意

識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。
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浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
で
８
月
５
日
に
４
人
制
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
の
「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た
２
０
１
２
」
が
、
８
月
25

日
・
26
日
に
は
５
人
制
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
の「
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
、
白
い
砂
煙

を
あ
げ
な
が
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興
、
さ
ら
に
は
浜
坂
県

民
サ
ン
ビ
ー
チ
を
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
定
着

さ
せ
よ
う
と
、「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た
」
は
平
成
18
年
か
ら
、

「
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」
は
平
成
19
年
か
ら
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
び
～
ち
ふ
ぇ
す
た
」
は
、「
ミ
ッ
ク
ス
の
部
」（
女
性

１
人
以
上
出
場
）
に
45
チ
ー
ム
、「
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
」

に
25
チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
約
３
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
町
外
か
ら
の
参
加
も
多
く
、
遠
く
は
愛
知
県

か
ら
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」
は
、
全
国
大
会
出

場
権
を
懸
け
て
戦
う
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ク
ラ
ス
」（
高
校

生
以
上
）
な
ど
に
、
今
回
新
た
に
設
定
さ
れ
た
小
学
1
～

３
年
生
の「
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
」を
含
め
た
５
部
門
に
57
チ
ー

ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
約
５
７
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
も
、遠
く
は
東
京
都
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、

両
大
会
と
も
知
名
度
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

選
手
は
、
浜
風
に
揺
れ
る
ボ
ー
ル
や
熱
い
砂
浜
に
足
を

と
ら
れ
る
な
ど
、
室
内
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
は
違
う
感
覚
で

の
プ
レ
ー
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
大
会
も
、
地
球
環
境
問
題
に
対
し
て
の
啓
発

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
参
加
者
全
員
で
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

今年もビーチスポーツで熱く盛り上がった浜坂県民サンビーチ

び～ちふぇすた 2012・ビーチサッカー FESTA 2012

プロ選手の西村晃一さんらによるエキシビ
ションマッチ
華麗なプレーで会場を沸かせました（び）

ボランティアスタッフによ
る水まき
焼けた砂浜には欠かせませ
ん（び）

SA.RI.NA さんによるミニライブ
会場が一気に盛り上がりました（び）

今年新たに追加となったキッズクラス
元気にボールを追っていました（ビ）

※上記写真中、（び）：び～ちふぇすた、（ビ）：ビーチサッカー FESTA

ビーチサッカー日本代表選手を講師としてビーチ
サッカー教室も開催されました（ビ）

コスチューム賞を受賞した２チーム
アロハシャツとハッピ姿で頑張りました（び）

町政のうごきから
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ン
に
美
方
大
納
言
小
豆
を
乗
せ
た
「
湯

～
た
ん
プ
リ
ン
」
で
す
。
美
方
大
納
言

は
粒
が
大
き
く
、
小
豆
独
特
の
こ
く
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
生
か
し
た
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
小
豆
の
味
が
生

か
さ
れ
て
い
て
美
味
し
い
。」、「
美
方

大
納
言
と
い
う
地
元
の
特
徴
を
生
か
し

た
商
品
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
い

い
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
、
新
商
品
の
開
発

を
行
う
団
体
な
ど
に
町
が
開
発
費
用
の

一
部
（
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
。

上
限
あ
り
。）
を
助
成
す
る
も
の
で
、

既
に
３
団
体
か
ら
申
請
を
受
け
て
い
ま

す
。
申
請
は
随
時
、
受
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
新
商
品

の
開
発
に
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

　

こ
の
た
び
報
告
さ
れ
た
商
品
は
、
湯

の
「
㈲
き
た
よ
ね
や
」
が
美
方
大
納
言

小
豆
を
使
用
し
て
開
発
し
た
２
品
で
、

北
村
譲
次
社
長
か
ら
商
品
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
１
品
は
、
抹
茶
の
入
っ
た

餅
生
地
で
美
方
大
納
言
小
豆
を
包
ん
だ

「
抹
茶
夢
大
福
」、
も
う
１
品
は
、
牛
乳
、

生
ク
リ
ー
ム
と
く
ず
粉
を
使
っ
た
プ
リ

　

こ
の
海
外
研
修
は
、
浜
坂
中
学
校
と

夢
が
丘
中
学
校
の
３
年
生
を
対
象
に
、

広
い
視
野
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
培
う

た
め
、
町
と
町
教
育
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
両
校
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
８

人
の
生
徒
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
現

地
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生

活
体
験
や
街
の
散
策
の
ほ
か
、
各
校
の

交
流
校
で
の
授
業
や
校
外
活
動
な
ど
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
参
加
生
徒
が
１
人
ず

つ
研
修
の
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。「
頻

繁
に
ハ
グ
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
い
た
。
最
初
は
と
ま
ど
っ

た
が
、
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
切
だ
と
思
っ
た
。」、「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
夕
食
は
、
ジ
ョ
ー
ク
を

交
え
た
会
話
が
行
き
交
い
、
家
中
に
笑

い
声
が
響
い
て
い
た
。
そ
の
空
間
に
い

ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。」、「
家

族
全
員
が
積
極
的
に
お
手
伝
い
を
し
て

互
い
に
助
け
合
っ
て
い
る
こ
と
と
、
と

て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
心
に

残
っ
て
い
る
。」
な
ど
、
日
本
と
異
な

る
家
族
の
関
係
を
語
る
生
徒
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
雄
大
な
自
然
、
量
や
質
の
違
う
食

事
、
交
流
校
の
生
徒
が
積
極
的
に
会
話

や
発
表
を
す
る
姿
な
ど
、
日
本
と
異
な

る
自
然
や
文
化
、
習
慣
に
直
接
触
れ
る

こ
と
で
、
新
た
な
発
見
を
し
て
き
た
こ

と
を
、
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、地
元
食
材
の
消
費
拡
大
と
地
域
活
性
化
へ
の
取
組
と
し
て
、本
年
度
「
新

温
泉
町
地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、
民
間
企
業
や
団
体
に
よ
る

新
商
品
の
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
８
月
27
日
に
役
場
で
、
こ
の
補
助
金
を
活
用

し
た
新
商
品
第
１
号
の
完
成
報
告
が
あ
り
、
関
係
者
出
席
の
も
と
商
品
の
完
成
報
告

と
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
か
ら
８
月
11
日
ま
で
の
12
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
海
外
研
修

に
参
加
し
た
中
学
生
16
人
と
引
率
者
４
人
が
、
８
月
17
日
に
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に

帰
国
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

 

＊ 

地
域
資
源
活
用
促
進
事
業 

＊

地
元
食
材
を
使
っ
た〝
新
商
品
〟完
成
お
披
露
目

  

中
学
校
海
外
研
修
の
参
加
生
徒
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
長
に
帰
国
報
告

町政のうごきから
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夏休み　子どもたちが
　いろんなことに挑戦しました！
　夏休みには、児童や生徒が参加できる講座や行事がたくさんありま

した。子どもたちが、チャレンジする姿を紹介します。

　

小
学
５
、
６
年
生
と
中
学
生
を
対
象

に
し
た
「
夏
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
」

を
７
月
27
日
～
８
月
８
日
の
間
に
町
内

６
会
場
で
開
催
し
、
計
53
人
の
児
童
・

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
調
理
を
通
じ

て
食
を
楽
し
む
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

夏
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

一
日
図
書
館
員
体
験

絵
本
づ
く
り

　

自
分
で
考
え
た
も
の
や
楽
し
い
思
い

出
な
ど
を
題
材
に
し
た
、
世
界
に
１
冊

だ
け
の
「
絵
本
づ
く
り
」
を
、
加
藤
文

太
郎
記
念
図
書
館
で
７
月
24
日
か
ら
31

日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
15

人
が
参
加
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
創
作
か

ら
下
書
き
、
色
塗
り
、
製
本
ま
で
手
作

業
で
行
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
参
加
し
た

温
泉
小
学
校
４
年
生
の
岩
本
瞳み

来く
る

さ
ん

は
、
「
色
を
塗
る
の
が
難
し
か
っ
た
け

ど
、
思
っ
た
よ
う
に
で
き
た
。
友
達
や

家
族
に
早
く
見
せ
た
い
。
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
11
日
、
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
を
対
象
に
し
た
「
一
日
図
書
館
員
体

験
」
を
、
加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館
で

行
い
ま
し
た
。
本
の
貸
し
出
し
や
整

理
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
図
書
館
の
役
割
の
理
解
と
本
へ

の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
４
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
自
前

の
エ
プ
ロ
ン
に
身
を
つ
つ
み
、
職
員
と

一
緒
に
な
っ
て
一
日
の
業
務
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

浜
坂
南
小
学
校
５
年
生
の
小
谷
穂ほ

乃の

佳か

さ
ん
は
、
「
貸
し
出
し
や
本
の
整
理

が
楽
し
か
っ
た
。
読
み
聞
か
せ
は
と
て

も
緊
張
し
た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
る
も
の
で
、
参
加
し
た
児
童
・
生
徒

は
同
セ
ン
タ
ー
の
調
理
員
に
、
作
業
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
な
が
ら
料
理
を
作
る

楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
８
月
７
日
は
浜
坂
西
小

学
校
の
家
庭
科
室
で
、
申
込
み
の
あ
っ

た
５
、
６
年
生
の
生
徒
16
人
が
、
ピ
ー

マ
ン
、
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
夏

野
菜
を
使
っ
た
お
昼
ご
は
ん
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
６
年
生
の
才
原
楓か

え
でく

ん

は
「
ピ
ー
マ
ン
の
肉
詰
め
が
美
味
し
そ

う
だ
っ
た
の
で
自
分
が
作
っ
て
ど
ん
な

味
に
な
る
か
確
か
め
た
か
っ
た
。
今
日

習
っ
た
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
自
慢
し
た

い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
調
理
後
は
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
集
ま
り
、
校
長
先
生

や
調
理
員
と
一
緒
に
自
分
た
ち
が
作
っ

た
お
昼
ご
は
ん
を
味
わ
い
ま
し
た
。

町政のうごきから
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相
撲
教
室

新
温
泉
町
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ

　
　
　
　

水
泳
記
録
会

１
・
２
年
生
水
泳
教
室

　

８
月
19
日
、
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
で
水
泳
記
録
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
町
内
の
小
学
生
84
人
が
参
加

し
、
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
個
々
の

記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

記
録
会
は
、
自
由
形
と
平
泳
ぎ
そ
れ

ぞ
れ
に
25
㍍
と
50
㍍
の
部
が
あ
り
、
最

後
の
種
目
に
は
４
人
の
選
手
が
25
㍍
ず

つ
泳
ぐ
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
や
会
場
に
訪
れ
た
保
護

者
、
先
生
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
！
」
と
い

う
熱
い
声
援
と
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

る
中
、
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
選
手
は

元
気
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
泳
い
で
い

ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
毎
週
土
・
日
曜
日

に
、
株
本
建
設
相
撲
場
で
小
学
生
を
対

象
に
し
た
相
撲
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

８
人
が
参
加
し
、
ま
わ
し
姿
で
四
股
や

す
り
足
、
相
撲
実
技
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
浜
坂
中
学
校
相
撲
部
の
生
徒
も
指

導
に
あ
た
り
、
ぶ
つ
か
り
稽
古
で
は
、

大
き
な
体
の
中
学
生
の
胸
を
借
り
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
こ
の
相
撲
教
室
に
参
加
し

て
い
る
、
浜
坂
北
小
学
校
４
年
生
の
谷

元
飛つ

ば

さ翔
く
ん
は
、
「
ぶ
つ
か
り
稽
古
が

強
く
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
相
撲
を
続

け
た
い
。
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

小
学
１
、
２
年
生
を
対
象
に
し
た
水

泳
教
室
を
、
７
月
26
日
か
ら
８
月
23
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
５
回
）
に
浜
坂

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。
計
31
人
の
児
童
が
参
加
し
、

顔
つ
け
や
息
継
ぎ
、
ビ
ー
ト
板
を
使
っ

て
の
バ
タ
足
な
ど
の
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

浜
坂
南
小
学
校
１
年
の
中
村
桜お

う

輔す
け

く

ん
は
、
「
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
、
教

室
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
。
上
を
向

い
て
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
ク

ロ
ー
ル
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
水

中
じ
ゃ
ん
け
ん
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
。
」
と
元
気
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

子ども体験教室（8 月 22 日）
草木染めや飯ごう炊さんにチャレンジ
しました。

水産教室（8 月 2 日）
操船体験や調理実習を行いました。

ナイター陸上記録会（8 月 25 日）
短距離走や中距離走、走り幅跳びなど
の陸上競技で、記録に挑戦しました。

町政のうごきから

ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な　
　

　

行
事
に
参
加
し
ま
し
た
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　８月 21 日と 23 日に、本町の 2 か所の河川において、大量の魚の死骸が確認されました。但馬県
民局環境課の調査により、味原川については、塩素系洗浄液を含んだ排水が原因とわかりました。町
営施設の排水については、再発防止に努めることとしています。周辺の住民の皆さまには多大なご心
配をおかけしました。
　河川等へ洗浄液の排水をする場合は、使用上の注意書きを守って、環境負荷の低減に努めていただ
きますようご協力をお願いします。

―問合せ―　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

　　　　河川等への排水は大丈夫ですか？

　洗浄剤の取扱いに注意しましょう

委員募集
▼
応
募
資
格

①
町
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
い
る
方

②
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳
以
上

（
平
成
24
年
４
月
２
日
現
在
）
の
方

③
平
日
の
日
中
に
年
間
数
回
程
度
、
開

催
す
る
委
員
会
に
参
加
で
き
る
方

※
た
だ
し
、
本
町
の
他
の
審
議
会
等
に

お
い
て
、
３
機
関
以
上
の
委
員
の
職

に
あ
る
方
、
本
町
の
職
員
、
町
議
会

議
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
員　

２
名
程
度

▼
任
期　

10
月
か
ら
地
域
福
祉
計
画
策

定
ま
で
の
間

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
報
償
費
と
交
通

費
を
支
払
い
ま
す
。

▼
提
出
書
類　

公
募
委
員
申
込
書
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て
の
意
見

（
８
０
０
字
程
度
）
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先　

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

役
場
福
祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

▪
郵
送

　

〒
６
６
９
‐
６
７
９
２
（
住
所
記
載
不
要
）

▪E-m
ail

　

fukushi@
tow

n.shinonsen.lg.jp

▼
提
出
期
限　

９
月
24
日
（
月
）
必
着

▼
選
考
方
法   

申
込
書
に
よ
り
、
選
考

委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
選
考
し
ま

す
。

▼
選
考
結
果　

９
月
下
旬
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

　
「
新
温
泉
町
地
域
福
祉
計
画
」
は
、
町
民
と
行
政
と
が
協
働
し
て
、
地
域
に
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
が
互
い
に
支
え
合
い
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
福
祉
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
広
く
町

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め

る
た
め
、
新
温
泉
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
募
委
員
に
は
、
各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者
な
ど
町
が
選
任
し
た
委
員
と

と
も
に
、
新
温
泉
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

   

新
温
泉
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
委
員　

　塩素を含んだ漂白剤等の洗浄液に含まれる次亜塩素酸ナトリウムは強い殺菌能力があり、高濃
度で使用したものをそのまま施設外へ排出することは、環境等に大変影響を及ぼすことになりま
す。特に浄化槽を使用している場合は、浄化槽内に存在する有機物を分解する微生物がこの影響
で死滅する恐れがあり、浄化されない汚水が場外へ排出されるとともに、周辺への悪臭を引き起
こす元となります。
　塩素系の洗浄剤を使用した水は、十分薄めて浄化槽等へ排水するようにご注意いただくととも
に、洗浄剤の取り扱いを十分守ることと浄化槽の点検等についてご協力をお願いします。また、
これらを大量に使用する事業所については、中和剤の使用をお願いします。

町政のうごきから
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検 診 予 防 種接お せら知 ●

　インフルエンザが流行すると特に高齢者や慢性疾患患者の死亡率が高くなります。気管支炎や肺炎など
を合併し、重症化することが多いのも特徴です。インフルエンザ予防接種は高齢者の発病防止や、特に重
症化防止に有効であることが確認されています。
　今年も 10 月１日から予防接種を開始しますので、希望の方は流行する 12 月上旬までに接種しましょう。

高齢者の方には一部公費負担を行います（自己負担額が 2,000 円になります）

　65 歳以上の方は、１シーズンに１回の予防接種で効果があります。次の方を対象に一部公費負担
を行っています。
　注：インフルエンザの予防接種は、接種を受ける法律上の義務はなく、自分の意思で希望をされる方の
　　　み接種を行うことになっています。

  インフルエンザ予防接種　流行する 12 月上旬までに接種しましょう

－問合せ－　健康課  健康推進係（すこやか～に内）℡ 99-2940

対　　象

①満 65 歳以上の方（接種当日 65 歳に達している方）
② 60 歳以上 65 歳未満の方で、一定の心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイル

スによる免疫機能の障がいを有する方
※②については、医師の診断書または身体障害者手帳の写しが必要です。

接種期間 10 月１日（月）～平成 25 年１月 31 日（木）　（10 月１日から予約受付をします。）
※ 12 月までに接種されることをお勧めします。

接種機関
郡内医療機関（香住区は除く。）
※県内で指定されている医療機関をご希望の方は、必ず役場健康課または保健福祉センター
（すこやか～に）で申込みをしてください。申込書、必要書類をお渡しします。

予防接種を
受ける手順

①接種を希望する医療機関に事前に予約
※ワクチンの在庫を確認する必要がありますので、必ず予約をしてください。

②接種当日、健康手帳、健康保険証または受給者証を持参
③医療機関で問診票を記入
④予防接種後、医療機関で自己負担額 2,000 円を支払い。（生活保護世帯は、無料）

  骨粗しょう症（個別）検診　あなたの骨は大丈夫ですか？
　◇期間　10 月 1 日（月）～ 11 月 30 日（金）
　◇対象　20 歳以上の女性（集団検診を受けた方は受診できません。）

医 療 機 関 曜　日 受 付 時 間 検診費用 受診方法

公 立 浜 坂 病 院
（ 整 形 外 科 ）

火   8：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00

2,000 円

（受診した医療
  機関でお支払
  いください。）

●申込みをした方
送付した受診票に記入の
上、直接、医療機関で検診
を受けてください。

●申込みをしていない方
医療機関に相談してくださ
い。

金   8：30 ～ 14：00

浜 辺 医 院 月～土
（土は午前のみ）

  9：00 ～ 11：30
16：00 ～ 18：00

瀧 医 院 月～金   9：00 ～ 12：00
16：00 ～ 18：00

沢 田 医 院 月～土   8：30 ～ 11：00

古 澤 ク リ ニ ッ ク 月～土
（土は午前のみ）

  8：30 ～ 12：00
16：00 ～ 19：00

照 来 診 療 所 月～金   8：30 ～ 11：00

八 田 診 療 所 月・水・木 13：30 ～ 16：00

町政のうごきから
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―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
指
摘
、
ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

現
在
、
最
下
段
へ
の
補
助
ス
テ
ッ
プ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
段
階

で
で
き
る
最
善
の
方
法
を
考
え
な
が

ら
、
適
切
な
ス
タ
イ
ル
で
の
設
置
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
社
会
教
育
課
長　

太
田
洋
二
）

夢
ホ
ー
ル
観
覧
席
の　

　
　
　

段
差
の
改
善
を

　

夢
ホ
ー
ル
の
観
覧
席
最
下
段
の
段

差
が
、
他
の
段
差
の
高
さ
と
異
な
る

欠
陥
が
あ
る
。階
段
は
連
続
運
動
で
、

段
差
に
違
い
が
あ
る
場
合
は
、
転
倒

す
る
可
能
性
が
大
で
あ
り
、
下
り
の

時
に
そ
れ
は
顕
著
に
現
れ
る
。
建
築

設
計
、施
工
時
の
基
本
で
あ
る
。（
段

差
は
同
一
）

　

今
の
と
こ
ろ
大
事
故
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
早
急
な
改
善
が
必
要
で

あ
る
。（
１
段
増
や
し
、
上
の
段
と

同
寸
法
に
す
る
必
要
が
あ
る
。）

　
　
　
（
二
日
市　

川
岸
益
夫
さ
ん
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介

し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年

２
回
ま
で
、
３
回
目
以
降
は
個
別
に

お
答
え
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い

た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

町道飯野中辻線舗装改良
工事 飯野 施工延長　156m

舗装工　面積 1,010㎡ 4,515,000  平成 24 年 7 月 24 日～
  平成 24 年 10 月 6 日 山陰道路㈱

浜坂北小学校エレベー
ター改修工事 浜坂 エレベーター改修　1 式 13,860,000  平成 24 年 7 月 24 日～

  平成 24 年 11 月 30 日 日興建設㈱

浜坂学校給食センター太
陽光発電設備設置工事 浜坂 太陽光発電設備設置　1 式 36,225,000  平成 24 年 7 月 24 日～

  平成 25 年 2 月 28 日 オザキ住建㈱

林道本谷線維持修繕工事 久斗山 排水施設工　延長 94m 3,129,000  平成 24 年 8 月 3 日～
  平成 24 年 10 月 31 日 ㈱重機建設水田組

新市浄水施設資材倉庫修
繕工事 新市 資材倉庫修繕　1 式

門扉塗装　1 式 3,150,000  平成 24 年 8 月 3 日～
  平成 24 年 10 月 31 日 ㈱三島組

旧春来小学校屋根修繕工
事 春来 屋内運動場屋根折版修繕、

管理教室棟修繕　1 式 4,473,000  平成 24 年 8 月 9 日～
  平成 24 年 9 月 14 日 ㈲田中工務店

町道二日市古市線（第 2
工区）道路改良工事 七釜

道路改良工事　延長 120m
法枠工　延長 321m
アンカー工　53 本

46,725,000  平成 24 年 8 月 10 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 ㈱三島組

新温泉町立照来小学校災
害復旧工事 桐岡

災害復旧工事　延長 60m
土工　1 式、植生工　面積 2,020㎡、
かご工　延長 634.4m、補強土壁工
　延長 72.1m、排水構造物工　1 式、
フェンス工　延長 66m、排水ボーリ
ング工　9 箇所、構造物撤去工　1 式

117,600,000  平成 24 年 8 月 20 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 赤坂土建㈱

（平成 24年 7月 16日～平成 24年 8月 15日契約分）

夢ホール観覧席
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

　国道９号線の道路の美化清掃活動に対する道路愛護等功労者として、千原ボランティア活動組織（代表：
桑原修身区長）が８月６日に国土交通省近畿地方整備局長表彰を受けました。
　千原地区の美化清掃活動は、「国道９号ボランティアサポートプログラム」により、地元婦人会を中心
に平成３年から活動を開始しました。以後 20 年間にわたり、沿道花壇の管理等の美化活動を行っており、
その活動が評価されました。
　表彰式では、豊岡河川国道事務所長からお礼の言葉とともに感謝状が手渡されました。代表の桑原区長
は「これを機に更に区民のボランティア意識の向上を期待したい。」と今後の活動への抱負を語りました。

　山陰海岸ジオパークのジオサイトがある三尾の青
年団（脇本充団長・10 人）が、三尾の風景や特産品、
ガイドなどを紹介するＰＲファイル「ジオって三尾
～」を制作し、山陰海岸ジオパーク館やまち歩き案
内所に配置しました。
　ファイルはカラーで 40 ページ。冒頭には山陰海
岸ジオパークの地図や概要を掲載し、名勝・但馬御
火浦の美しい風景や三尾ワカメなどの特産品、地元
ガイド、渡船などの情報をわかりやすく紹介してい
ます。終わりにはクイズも掲載して、楽しく読み進
めるようになっています。
　同青年団は、昨年３月、資源豊かな地元を広くＰ
Ｒしようと企画。脇本団長を中心に取材や編集作業
など団員の協力で完成させました。脇本団長は「地
元にはジオの魅力がいっぱいで、この資源をまちの
元気につなげたいと思う。他地域の若者と連携して
いきたい。」と話していました。
　町は、ジオパークを活用したまちが元気になる取
組を応援します。

  三尾の魅力満載！ 三尾青年団が
   ジオパークＰＲファイルを制作

千原ボランティア活動組織が道路愛護等功労者として表彰されました

ジオラマの前で谷本勇館長にファイルを手渡す
脇本充さん（山陰海岸ジオパーク館で）

豊岡河川国道事務所で表彰を受けた桑原区長（中央）
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

   

＊ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
め
ざ
し 

＊

      
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

実
現
に
向
け
て 

②

小
水
力
発
電
の
可
能
性

　

水
力
発
電
は
古
く
か
ら
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
小
規
模

の
も
の
が
近
年
特
に
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
本
町
に
は
扇
ノ
山
を
中
心
と
す

る
急
峻
な
高
原
地
帯
か
ら
流
れ
る
豊
富

な
水
資
源
が
あ
り
、
地
域
を
流
れ
る
小

規
模
な
河
川
や
農
業
用
水
路
、
た
め
池

な
ど
を
活
用
し
た
小
水
力
発
電
の
導
入

に
つ
い
て
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。

小
水
力
発
電
の
特
徴

　

小
水
力
発
電
の
特
徴
と
し
て
、昼
夜
、

年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
発
電
が
可
能

で
あ
り
、
太
陽
光
発
電
と
比
較
し
て
も

高
い
設
備
利
用
率
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

本
町
に
は
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
風
力
、
地
熱
な
ど
利
用
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
が
豊
富
に
あ
り
、
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
最
大
限
に
利
用
し
、
町
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
を
全
て
ま
か
な
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
小
水
力
発

電
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
導
入
に
際
し
て
も
既
に
高
度
に

確
立
さ
れ
た
技
術
で
あ
り
、
ダ
ム
な
ど

の
設
備
を
建
設
し
な
く
て
も
河
川
や
用

水
路
な
ど
の
流
れ
を
そ
の
ま
ま
有
効
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
力
発
電

設
備
の
導
入
に
よ
っ
て
、
電
気
柵
等
の

農
業
用
施
設
へ
の
利
用
や
新
た
な
生
産

資
源
と
し
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

取
組
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

構
想
で
は
町
内
に
お
け
る
小
水
力
発

電
導
入
の
可
能
性
や
適
地
調
査
の
実
施

に
向
け
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

農
業
用
水
路
等
を
活
用
し
た

小
水
力
発
電
研
修
会

　

但
馬
地
域
の
豊
富
な
水
資
源
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

日
高
文
化
体
育
館

　
（
豊
岡
市
日
高
町
祢
布
９
５
４
‐
６
）

▼
対
象　

土
地
改
良
区
、
農
地
・
水
保

全
活
動
組
織
、
一
般
住
民

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
但
馬
県
民
局　

豊

岡
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
１
６

　

大
正
９
年
に
建
設
さ
れ
た
岸
田
地
区
に

あ
る
関
西
電
力
㈱
の
岸
田
川
発
電
所
。
約

１
６
０
㍍
の
落
差
に
よ
っ
て
９
０
０
㌗
を

発
電
。

　

町
内
に
お
け
る
１
年
間
の
全
電
力
消
費

量
の
約
６
％
を
ま
か
な
っ
て
お
り
、
建
設

か
ら
約
90
年
経
過
し
た
現
在
に
至
る
ま

で
、
本
町
の
貴
重
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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（小鬼百合）が 橙
だいだい

色
いろ

の花を咲かせています。
　食用の百合根で知られるオニユリよりは小型
で、草丈も 50㎝ほどです。場所によっては 100
㎝くらいのものもありますが、オニユリが葉

よう

腋
えき

に
黒紫色の珠

しゅ

芽
が

（ムカゴ）をつけるのに対して、コ
オニユリはつけません。茎の色も紫褐色の斑点が
あるオニユリに対して、コオニユリの茎は緑色で
す。どちらも茎頂に直径 7 ～ 10㎝ほどの花を数
個、下向きに咲かせます。両種とも花の内側には
黒紫色の斑点があり、先が反り返っています。花
言葉が華麗、陽気というのはこの踊っているよう
にも見える花姿からでしょうか。
　また、オニユリが種を結ばないのに対してコオ
ニユリは果実をつけ、中には翼をもった小さな種
子が入っており、はじけた種は風によって散布さ
れます。乾燥した岩場で咲いているコオニユリを
見ると、どうしてこんな乾燥したところに、と不
思議に思いましたが、小さな種なら岩の隙間の僅
かな土部分に入り込んでいくだろうな、と想像で
きます。
　自生地は日本全国の湿地や草原とありますが、
乾燥地にも湿地にも育つコオニユリは、環境によ
く順応する実に賢い植物だと思います。賢者とい
う花言葉があるのは、このような生き様によるも
のかも知れません。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

　真夏の強い
陽射しが照り
つける田井ノ
浜 の 崖 で は、
コ オ ニ ユ リ

コ
オ
ニ
ユ
リ
　

　
　
　（
ユ
リ
科
）

 野草散歩（21)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
納
制
度
が
始
ま
り
ま
す

（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
の
延
長
）

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
到
達
す
る
ま
で
の
40
年
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

で
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
や
資
格

取
得
な
ど
の
届
出
忘
れ
に
よ
り
国
民
年

金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合
に
は
、
将

来
の
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
保
険
料
納
付
や

免
除
等
の
合
計
が
25
年
（
３
０
０
月
）

未
満
の
場
合
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め

に
、
昨
年
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成

24
年
10
月
１
日
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
る
期
間
が
過
去
２
年
か
ら
10

年
に
延
長
と
な
る
後
納
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
14
年
10
月
分
以

降
の
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
お
持
ち
の
方
は
、
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期
間　

　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

※
詳
し
く
は
「
国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
１
１
‐
０
５
０

年
金
相
談
を
行
い
ま
す 

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所
の

職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、

受
給
に
関
す
る
こ
と
等
、
何
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

―
問
合
せ
―

▪
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
８

▪
役
場
健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２
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加藤文太郎
記念図書館

「9月のおすすめの本」
ご案内
養生事始　自愛の手引書

玄侑宗久 著／清流出版
貝原益軒が江戸時代に書いた「養生訓」は、
「食」「嗜好品」「病」「健康法」などの生
活心得が書かれている。それを作家・玄
侑宗久が現代の私たちにわかりやすく紹
介したエッセイ。貝原益軒の教えを紐解
いていくと、現代との時代のギャップが
見えてきて面白い。

子育てパッピーアドバイスようこそ初孫の巻
　明橋大二・吉崎達郎 著／１万年堂出版

昔と今では大きく変化した育児の内容を
中心に、孫が幸せに育つための孫育ての
基本や、孫を通して息子、娘夫婦と円滑
に付き合う方法などを紹介。祖父母だか
ら出来る孫育てに関する手引き書。これ
から孫を迎える方にぜひ読んでいただき
たい一冊。

グッバイ、こおろぎ君。
　藤崎和男 著／講談社

初老の予備校講師の家のトイレに一匹の
コオロギが入ってきたことがきっかけで、
一人と一匹の共同生活が始まった。コオ
ロギと向き合った 2 ケ月の日々を著者
７４歳がユーモアと哀感に満ちた筆致で
描いたデビュー作。

省エネの大研究
山川文子 著／ PHP 研究所

本書は、基本的なエネルギーの種類や省
エネがなぜ必要なのかを解説し、家庭や
私たちが今出来る省エネ対策や、社会の
省エネへの取り組みなどが具体例を交え
てわかりやすく紹介されています。

かさんふくろう
イーディス・サッチャー・ハード作　クレメント・ハード絵／偕成社

古いりんごの木のほら穴に住みついたふ
くろうが子どもを一人前に育て、巣立た
せるまでの一年間の様子を描いています。
青と茶を基調とした版画の美しさとふく
ろうの生態がわかる科学絵本。

  おはなし会　　　　　           
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。

 『いっぱいやさいさん』 他
◆と 　き　9月22日（土）午後2時～

休館日のお知らせ　　　　  

絵本の読み聞かせ講座参加者募集
◆と　き　９月25日（火）午前１０時～
◆参加対象　町内在住・在勤一般の方
◆内　容　読み聞かせに関する実践と講話
◆募集人数　約30名
◆講　師　森本早由里さん（鳥取市）
◆募集期限　９月21日（金）

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（9月号） 22

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日

９月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
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山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
「
道
の

駅
て
ん
き
て
ん
き
丹
後
」、「
玄
武
洞

公
園
案
内
所
」、「
香
美
町
海
の
文
化

館
」、「
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
館
」、「
鳥
取
県
立
博
物
館
付
属
山
陰

海
岸
学
習
館
」、「
岩
美
町
立
渚
交
流

館
」、「
鳥
取
砂
丘
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
地
域
の
案
内
施
設
が
あ
り

ま
す
。
ほ
か
に
も
「
琴
引
浜
鳴
き
砂
文

化
館
」、「
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
案
内
施
設

H24（2012）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　
　

　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 28

公
園
」、「
道
の
駅
神
鍋
高
原
」、「
上
山

高
原
ふ
る
さ
と
館
」
な
ど
の
施
設
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施
設
の
目
的
に

よ
り
展
示
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
見
学
す
る
際
に
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
で
情
報
を
得
る
と
効
果

的
で
す
。「
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
館
」
で
は
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
全
体
的

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
施
設

を
紹
介
し
ま
す
。

鳥取砂丘ジオパークセンター（鳥取市）

琴引浜 鳴き砂文化館（京丹後市）

コウノトリの郷公園（豊岡市）

　
　
　
　
　

 

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

身
近
で
こ
ん
な　
　
　
　

　

被
害
が
あ
り
ま
す

◆
ケ
ー
ス
① 　
「
不
要
な
貴
金
属
を
買

取
る
」
と
、
男
性
が
訪
ね
て
き
た
。

断
っ
た
が
、「
な
ん
で
も
い
い
か
ら

見
せ
て
ほ
し
い
」と
し
つ
こ
い
の
で
、

使
用
し
て
い
な
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
見

せ
た
と
こ
ろ
、
５
千
円
で
買
い
取
る

と
言
っ
て
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

安
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
の
で
、
返
し

て
も
ら
い
た
い
が
「
も
う
ネ
ッ
ク
レ

ス
は
処
分
し
た
。
返
せ
な
い
」
と
断

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

◆
ケ
ー
ス
②　

貴
金
属
の
買
取
り
業
者

が
訪
ね
て
き
て
、
貴
金
属
は
な
い
と

断
っ
た
ら
、
つ
け
て
い
た
指
輪
を
外

す
よ
う
に
強
要
さ
れ
怖
か
っ
た
。

『
訪
問
買
取
り
』
が　
　

　
　
　

規
制
さ
れ
ま
す

　

昨
年
の
夏
頃
か
ら
相
談
室
へ
も
『
貴

金
属
の
買
取
り
』
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
の
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
も

『
貴
金
属
の
買
取
り
』
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
！

２
千
件
を
超
え
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
訪
問
買
取
り
を
す
る
業
者
を

規
制
す
る
法
律
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

そ
こ
で
消
費
者
庁
は
、『
訪
問
買
取

り
』
に
つ
い
て
、
８
日
間
の
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
や
契
約
書
面
の
交
付
、
断
っ

た
人
へ
の
再
勧
誘
の
禁
止
な
ど
、
法
律

を
改
正
し
規
制
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。は

っ
き
り
断
る

　

法
律
を
無
視
し
て
、
強
引
な
買
取
り

を
続
け
る
業
者
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

必
要
で
な
い
と
き
は
、「
帰
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ

う
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
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H24（2012）.9.13

まちの求人案内

広報しんおんせん（9月号）

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

　

７
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
の
日
程

で
、
広
島
市
に
あ
る
２
か
所
の
原
爆
被

爆
者
養
護
施
設
に
計
10
ト
ン
の
湯
村
温

泉
の
温
泉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

広
島
市
に
は
、
湯
村
温
泉
に
あ
る
夢

千
代
像
の
台
座
と
し
て
広
島
市
旧
庁
舎

の
敷
石
を
い
た
だ
い
た
の
が
縁
で
、
浄

財
を
毎
年
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
４
年
か
ら
は
原
爆
の
日
を
迎
え
る

前
に
毎
年
、
温
泉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。

　

施
設
に
到
着
す
る
と
タ
ン
ク
車
で
運

ん
で
き
た
温
泉
を
さ
っ
そ
く
浴
槽
や
桶

に
入
れ
て
、
利
用
者
は
入
浴
し
た
り
、

足
湯
に
し
て
温
泉
気
分
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
し
た
。

広
島
市
へ
の
　
　
　
　

　
　
温
泉
プ
レ
ゼ
ン
ト

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 24 年 8 月 20 日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）
㈱コメリ 総合職 27 以下 190

総合職 25 以下 167
（浜坂地域）

㈱隆栄水産
ウェイター　
ウェイトレス 不問 130 ～ 170
販売補助 不問 140 ～ 193
営業 不問 190 ～ 300

㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 126
たじま農業協同組合 介護支援業務 不問 193

介護支援業務 不問 193 ～ 228
㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250 ～ 400
㈱ヤマグチ 事務職 不問 150 ～ 160
㈱マル海渡辺水産 調理師 不問 175 ～ 250
㈱たじみや 事務職 45以下 200 ～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 40以下 165 ～ 273
㈱間組 一般事務 不問 130 ～ 150
㈱円山菓寮 菓子製造 40以下 130 ～ 140

製造ライン管理者 40以下 158 ～ 275
浜坂町漁業協同組合 販売事務 不問 150 ～ 180

（温泉地域）
㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 135
㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169 ～ 289

事務職 64以下 129 ～ 146
㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 栄養士 不問 157
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里 介護職 不問 167 ～ 193
富士綜合警備保障㈱ 警備業務 不問 150 ～ 175
ケービックス㈱ 現場業務リーダー 不問 170 ～ 230
全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184

（医社）古澤クリニック 介護員 45以下 138 ～ 155

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
（浜坂地域）
㈱伝習館 家庭教師 不問 1,400 ～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100

㈱ナカケー
調理業務 不問 750 ～ 950
接客業務 不問 750 ～ 950
販売業務 不問 750 ～ 950

㈱メフォス 病院給食
調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 ウェイター　
ウェイトレス 不問 800 ～ 950

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 40 以下 750 ～ 850
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚業務 不問 750 ～ 900
NPO 法人にーず 訪問介護員 不問 800 ～ 900
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500
㈱第一食品 調理補助 59 以下 780 ～ 830
ゴダイ㈱ 販売業務 不問 740

（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 不問 800 ～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 740 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
管理サービス 不問 850
朝食係 不問 850
客室係 不問 1,185

湯快リゾート㈱
レストラン業務 不問 800 ～ 1,000
フロント業務 不問 800 ～ 1,000
施設管理 不問 750 ～ 1,000

㈲兵庫ライフサービス フロアスタッフ 不問 770
社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 850
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750
㈱カドミセ 商品販売 不問 800 ～ 816
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
79
―

H24（2012）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

　

作
業
負
担
が
減
少

　

実
施
圃
場
は
、
浜
坂
地
区
の
３
反
田

１
枚
だ
け
で
、
冬
期
間
の
準
備
は
、
種

も
み
を
浮
か
な
い
よ
う
に
鉄
粉
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
だ
け
で
し
た
。
従
来
の

種
子
の
消
毒
、
育
苗
の
手
間
・
労
力
が

省
け
、
専
用
の
田
植
え
機
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
苗
運
び
、
苗
箱
洗
い
、
植

え
つ
ぎ
等
の
作
業
が
な
く
な
り
、
大
変

負
担
が
減
り
ま
し
た
。

　
「
直
播
き
」
を
行
う
に
は
代
掻
き
と

初
期
の
水
の
管
理
が
大
事
で
す
。
初
め

て
の
こ
と
な
の
で
気
を
配
り
な
が
ら
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
仕
上
げ
、
農
業
機

械
販
売
業
者
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
、
５
月
14
日
に
直
播
作
業
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、昨
年
６
月
に
農
業
委
員
会
の
視
察
研
修
に
参
加
し
、広
島
県
の
近
畿
・
中
国
・

四
国
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で
「
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
直
播
」
の
研
修
・
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
直
播
き
農
法
に
、
少
し
関
心
・
興
味
が
わ
き
、
自
分
で
い
ろ

い
ろ
と
勉
強
し
て
、
今
年
、
不
安
な
所
も
あ
り
ま
し
た
が
、
農
業
機
械
販
売
業
者
の

協
力
を
得
て
、
こ
の
「
直
播
き
」
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
内

容
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
川
西
武
夫
農
業
委
員
）

立
派
に
成
長
し
ま
し
た

　

稲
の
芽
が
出
る
ま
で
は
不
安
で
し
た

が
、
写
真
の
と
お
り
最
初
の
遅
れ
を
ど

ん
ど
ん
取
り
戻
し
て
成
長
し
、
８
月
の

上
旬
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
周
り
の
移
植

田
植
え
の
稲
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
立
派

に
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
あ
と
は
、
秋

の
収
穫
が
ど
う
な
る
か
、
不
安
と
楽
し

み
が
入
り
混
じ
り
複
雑
な
心
持
ち
で

す
。こ

れ
か
ら
の
農
業
は　

新
技
術
の
導
入
が
必
要

　

こ
の
直
播
き
農
法
は
、作
業
省
力
化
、

コ
ス
ト
削
減
、
大
規
模
化
に
役
立
つ
と

と
も
に
、
高
齢
化
、
人
手
不
足
の
進
む

稲
作
農
業
に
徐
々
に
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

　

稲
作
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
に

は
、
新
し
い
技
術
を
ど
ん
ど
ん
取
り
入

れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
紹
介
し

た
「
直
播
き
農
法
」
が
、
栽
培
面
積
の

維
持
・
拡
大
や
次
世
代
の
農
業
へ
の
関

心
の
高
揚
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

▼
問
合
せ

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

　
作
業
の
省
力
化
、
コ
ス
ト
削
減
、
大
規
模
化
に
有
効
な

　
　「
直じ

か

播ま

き
農
法
」
へ
の
取
組

　

畑
ヶ
平
農
業
生
産
組
合
（
西
垣
昌
弘

組
合
長
・
４
戸
）
が
標
高
１
０
０
０
㍍

の
高
原
で
栽
培
し
て
い
る
「
畑
ヶ
平
大

根
」
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
午
前

3
時
頃
か
ら
収
穫
作
業
が
始
ま
り
、
作

業
小
屋
で
水
洗
い
や
箱
詰
め
作
業
が
行

わ
れ
、
翌
日
に
は
神
戸
や
京
都
な
ど
で

店
頭
に
並
び
ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
陥
没
し
た
町
道
畑
ヶ
平

線
の
影
響
で
、
出
荷
ル
ー
ト
の
変
更
や

2
週
間
程
の
出
荷
の
遅
れ
が
あ
る
も
の

の
、
大
根
の
出
来
は
良
く
、
朝
晩
の
気

温
差
で
甘
味
の
増
し
た
み
ず
み
ず
し
い

大
根
が
収
穫
で
き
て
い
ま
す
。

畑
ヶ
平
大
根
の
出
荷
が　

　
　
　
　

始
ま
り
ま
し
た
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８月３日、竹田で梨の早生品種「八雲」収穫作業が行
われ、神戸の市場に出荷されました。

今年は、大雪により温泉町果樹園芸組合全体の３割程
度が被害を受けました。しかし、梅雨に雨が降らず好天
が続いたため、やや小ぶりなものの糖度は高く甘い梨に
育ちました。取材に協力いただいた松本操さんは、「汁
気が多く甘い梨で、消費者に喜んでいただける。二十世
紀梨も甘い梨に育つと思う。」と話していました。

二十世紀梨は８月 29 日から出荷が始まっています。

北但地区ジュニアリーダー交流野外研修会

第 20 回石橋池たらい漕ぎ競争
　８月 12 日、石橋地区で「第 20 回石橋池たらい漕ぎ
競争」が開催され、地域住民など多くの人が訪れました。
　古くから生活用水として親しまれてきた石橋池を活用
し、地域を活性化しようと奥八田地区の有志が開催して
います。メインのたらい漕ぎ競争では、不安定なたらい
に正座して乗りゴールまでのタイムを競争。バランスを
崩し思わず冷たい池に転覆してしまう参加者や、長い
オールを操って器用にたらいを乗りこなす参加者が見ら
れ、会場にはにぎやかな歓声が響いていました。

　８月５日、但馬牧場公園ビジターハウス前広場で八
はち

山
やま

音楽祭実行委員会（岡本幸夫代表）による「2012 ミュー
ジックフェスティバル」が開催されました。音楽を通し
て交流を深めようと、音楽好きの仲間が集まって開催し
ているもので、今年で５回目を迎えます。
　この日は、夢が丘中学校や浜坂中学校、浜坂高等学校
の吹奏楽部のほか、陸上自衛隊や町内外のバンド、音楽
グループなどが美しい音色や歌声を披露し、訪れた人々
は、心地よいひと時を過ごしていました。

2012 ミュージックフェスティバル

H24（2012）.9.13

広報しんおんせん（9月号）

八雲収穫作業

　北但地区ジュニアリーダー交流野外研修会が、本町で
８月２日、３日の２日間の日程で行われ、参加児童 36
人と各市町の人権教育事業指導者は、海洋体験やＪＲ乗
車体験を通じて研修を行いました。
　初日の夕方には、浜坂北小学校体育館で、加古川市の
氷
ひ

丘
おか

中学校国際交流部による韓国伝統打楽器演奏会が行
われました。演奏後、参加児童は楽器の演奏を体験した
り民族衣装の説明を受けたりして、異文化に触れるとと
もに氷丘中学校の生徒との交流を深めました。
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まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（9月号）

山陰海岸ジオパーク講演会・踊り練習会

湯村の火祭り

岸田川灯籠流し

で行われました。正福寺で護摩祈祷された火が、法螺貝の
音色とともに、川周辺に設置されたかがり火が点火され、
続いて参加者のトーチ棒に点火されました。
　「ジーロンボ、ターロンボ、ムーギノナカーノクーロンボ」のはやし
声に合わせ、地元の子どもたちと観光客が約150本のトー
チ棒を振り回し、美しい炎が春来川を明るく照らしました。

　８月 24 日、町指定民俗
文化財の「湯村の火祭り」
が湯村温泉街の春来川周辺

　８月 24 日、飯野の巌山神社で町指定民俗文化財の「巌
山地蔵大権現祭」が開催されました。
　境内の土俵では神事の呼び物となっている子どもや大
人の奉納相撲に続いて、稚児土俵入りが行われました。
赤い鉢巻と腹当てをまとった１歳前後の男児 10 人が大
人の力士に抱えられ、土俵入りを行いました。子どもの
健やかな成長を願う保護者のメッセージも紹介され、力
士がシコを踏む声で泣き出す男児を、会場に詰めかけた
多くの人々が温かく見守っていました。

健やかな成長を願い 稚児土俵入り

　８月 30 日、浜坂多目的集会施設で浜坂公民館による
山陰海岸ジオパーク講演会と浜坂地域婦人会（加藤福子
会長）による同踊り練習会が開催されました。
　講演会には49人が参加し、谷本ジオパーク館長が講
師となり、地域の元気のためにジオパークの資源を生か
すポイントなどを、ユーモアを交えながら講話しました。
続いて開催された、踊りの練習会では波や太陽、風など
を表現した踊りを学びました。加藤会長は、「各地域で
この踊りを広めてほしい。」と呼びかけていました。

　８月 15 日、清富の岸田川河口で夏の風物詩となって
いる灯籠流しが行われ、川面を緩やかに漂う約 400 基
の灯籠の明かりで、夕暮れとともに辺り一面は幻想的な
雰囲気に包まれました。
　この行事は、「送り火の会」（田中瑞穂会長）が先祖の
供養と平和への願いを込めて開催しているもので、今年
はメンバーの高齢化から開催が危ぶまれていましたが、
開催を望む多くの声に応える形で実施され、ボランティ
アスタッフ約 30 人の協力もありました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H24（2012）.9.13

ご
案
内

広報しんおんせん（9月号）

但
馬
空
の
自
然
教
室

　

セ
ス
ナ
体
験
飛
行
な
ど
空
港
や
飛
行

機
と
親
し
め
る
楽
し
い
空
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
セ
ス
ナ
体
験
飛
行
の
受
付
は
午
前

９
時
～

▼
と
こ
ろ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

▼
内
容　

セ
ス
ナ
体
験
飛
行
、
航
空
教

室
、
空
港
施
設
見
学
、
紙
飛
行
機
教

室
な
ど
（
予
定
）

▼
参
加
費　

無
料

　

※
セ
ス
ナ
体
験
飛
行
は
有
料

　
　
（
１
人　

２
０
０
０
円
）

▼
駐
車
料
金　

無
料

▼
問
合
せ　

但
馬
空
港
推
進
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

　

http://w
w

w
.tajim

a.or.jp/

　
　
　
　
　
　
　

m
odules/kukou/

浜
坂
先
人
記
念
館
開
館
20
周
年
記
念

″
写
真
は
語
る  

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

　

魅
力
！
〟
下
雅
意  

敏  

写
真
展

▼
と
き　

９
月
26
日
（
水
）
ま
で

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
内
容　

下
雅
意
敏
さ
ん
（
浜
坂
）
が

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
内

（
鳥
取
・
兵
庫
・
京
都
の
海
岸
線
か

ら
30
㎞
圏
内
）
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
を

撮
影
し
た

写
真
作
品

44
点
を
展

示
▼
問
合
せ　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

第19回 但馬“牛まつり”

楽しい、おいしい但馬牛の祭典　
　ご家族で、グループでお楽しみください。

●と　き　9 月 23 日（日）午前 10 時～
●ところ　但馬牧場公園

●内　容
　○但馬ビーフを食べ尽くせ！
　○但馬 “ 牛まつり ” パレード
　○造形物＆パフォーマンスショー
　○日本酒まつり
　○特命戦隊ゴーバスターズショー
　○但馬の特産物の展示即売　　
　○但馬牛○×クイズ
　○「福もち」まき大会　　　など
　　　　　　　― 問合せ ―
　　　　但馬 “ 牛まつり ” 実行委員会
　（温泉総合支所地域振興課）℡ 92-1131

子
ど
も
た
ち
の　
　
　

手
づ
く
り
工
夫
作
品
展

　

町
内
の
小
学
生
が
夏
休
み
に
制
作
し

た
手
づ
く
り
工
夫
作
品
（
お
も
ち
ゃ
、

民
芸
品
、
研
究
作
品
な
ど
）
を
展
示
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ

れ
る
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

▪
温
泉
会
場

　

９
月
13
日
（
木
）
～
20
日
（
木
）

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

２
階
集
会
室

▪
浜
坂
会
場

　

９
月
21
日
（
金
）
～
27
日
（
木
）

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設 

２
階
ホ
ー
ル

※
各
会
場
と
も
、
午
前
９
時
～
午
後
５

時
ま
で
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

▼
問
合
せ

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９　

「
技
大
祭
」
の
ご
案
内

▼
と
き　

９
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
６
６
０
‐
５
）

▼
内
容　

模
擬
店
、
も
の
づ
く
り
体
験

講
座
（
金
属
の
名
刺
作
製
、
木
製
花

台
作
製
）、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
技
能

グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３
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添
え
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
先　

役
場
農
林
水
産
課

　

℡
82
‐
５
６
２
６

▼
問
合
せ　

但
馬
県
民
局  

豊
岡
土
木

事
務
所  

ま
ち
づ
く
り
建
築
第
１
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
７
５
５

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館　

敬
老
の
日
お
年
寄
り
無
料
招
待

　

入
浴
料
金
に
つ
い
て
、
敬
老
の
日
を

お
祝
い
し
て
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

▼
と
き　

９
月
17
日
（
月
）
敬
老
の
日

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容

▪
大
浴
場　

65
歳
以
上
無
料

▪
多
目
的
風
呂

　

65
歳
以
上
が
一
緒
の
場
合
半
額

※
免
許
証
・
保
険
証
等
を
フ
ロ
ン
ト
に

提
示
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

七
釜
温
泉
ゆ
～
ら
く
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
83
‐
１
５
２
６

公
立
浜
坂
病
院　
　
　
　

小
児
科
外
来
休
診
の
お
知
ら
せ

　

９
月
19
日
（
水
）
は
、
小
児
科
外
来

を
都
合
に
よ
り
休
診
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
82
‐
１
６
１
１

平
成
24
年
度　

緑
化
資
材
の

　

提
供
事
業（
第
２
次
募
集
）

　

但
馬
県
民
局
で
は
、
緑
化
活
動
グ

ル
ー
プ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
会
、
婦
人
会
、

す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
等
）
に
、
多
年
草
と

一
年
草
を
セ
ッ
ト
に
し
た
苗
木
・
花
苗
、

肥
料
等
を
提
供
し
、
持
続
型
の
緑
化
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

道
路
沿
線
や
公
共
的
な
空

間
で
活
動
す
る
緑
化
グ
ル
ー
プ

▼
提
供
期
間　

１
団
体　

３
年
間

　

※
年
２
万
円
を
限
度

▼
提
供
内
容　

役
場
農
林
水
産
課
に
備

付
け
の
「
平
成
24
年
度
緑
化
資
材
の

提
供
事
業　

提
供
資
材
リ
ス
ト
」
に

掲
載
の
資
材

▼
提
供
要
件　

緑
化
活
動
箇
所
で
、
多

年
草
の
割
合
が
50
％
以
上
と
な
る
計

画
（
申
込
書
に
植
栽
図
が
必
要
）

▼
募
集
期
限　

９
月
25
日
（
火
）

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
ご
希
望
に

▼
助
成
内
容　

樹
木
の
苗
木
、
肥
料
な

ど
緑
化
活
動
に
必
要
な
資
材

※
計
画
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

―
問
合
せ
―

　

新
温
泉
町
緑
化
推
進
委
員
会

　
（
事
務
局　

農
林
水
産
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
６

お
知
ら
せ

緑
の
募
金

募
金
の
お
願
い

　

森
と
緑
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
限

り
な
い
恵
み
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
地

球
環
境
を
残
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
森
や
緑
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め

に
、
本
年
度
も
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
だ
だ
い
た
募
金
の
一
部

は
、
町
内
各
地
域
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
緑
化
活
動
に
必
要
な
、
樹
木
の

苗
木
や
資
材
等
の
提
供
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
兵
庫
県
内
各
地
の
緑
化
事
業
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

苗
木
等
の
資
材
提
供

　

新
温
泉
町
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

緑
の
募
金
に
よ
り
、
地
域
の
緑
化
活
動

へ
の
樹
木
の
苗
木
・
資
材
等
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
・
グ
ル
ー
プ

で
の
地
域
の
緑
化
計
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
配
布
対
象　

団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
地

区
等

観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

「
山
陰
道
へ
の
い
ざ
な
い
」

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
和
田
山
八
鹿

道
路
が
、
本
年
11
月
に
開
通
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
山
陰
道
路
沿
い
の
朝
来

市
・
養
父
市
・
香
美
町
・
新
温
泉
町
２

市
２
町
の
歴
史
、
生
活
・
食
文
化
、
景

観
な
ど
地
域
資
源
の
見
直
し
を
行
い
、

但
馬
地
域
の
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
開

発
に
つ
な
げ
、
地
域
経
済
の
一
層
の
活

性
化
を
目
指
す
べ
く
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

関
宮
公
民
館

　

ノ
ビ
ア
ホ
ー
ル
（
養
父
市
関
宮
）

▼
内
容　

成
美
大
学
、
行
政
、
民
間
、

地
元
地
域
の
有
識
者
に
参
加
い
た

だ
き
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
会
場
で

は
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
主
催　

成
美
大
学
、
養
父
市

▼
共
催

　

朝
来
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町

▼
問
合
せ　

養
父
市
商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
）
６
６
４
‐
０
２
８
９
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募　

集

コウノトリ但馬空港
運航ダイヤ変更のお知らせ

　変更後の運航ダイヤ
　（平成 24 年 10 月 1 日～ 10 月 27 日）

東京
（羽田） ⇒ 大阪（伊丹） ⇒ 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

  7:30 JAL
103   8:35   8:55 JAC

2321   9:35

15:30 JAL
125 16:35 17:00 JAC

2323 17:40

但馬 ⇒ 大阪（伊丹） ⇒ 東京
（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10:00 JAC
2322 10:40 11:30 JAL

114 12:40

18:05 JAC
2324 18:45 19:30 JAL

134 20:40
※発着時刻は、天候その他やむを得ない理由により、予告な
く変更される場合がありますので、事前に確認してください。

　10 月１日からコウノトリ但馬空港の運航ダイ
ヤが変わります。現行ダイヤに比べて、午後便が
35 分遅くなりました。
◆問合せ　企画課 企画政策係 ℡ 82- 5624

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明
会

▼
と
き　

９
月
23
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
福
祉
施
設

●
特
別
措
置
法
説
明
会

▽
と
き　

午
後
３
時
～

▽
内
容　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
の
活
動
意
義

や
現
状
の
説
明

●
個
別
相
談
会

▽
と
き　

午
後
３
時
30
分
～

▽
内
容　

弁
護
士
が
個
別
面
談
で
の
相

談
を
実
施

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
を
始
め

経
済
政
策
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象　

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
町
内

約
30
世
帯
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
15

歳
以
上
の
方

▼
調
査
内
容　

雇
用
形
態
、
就
業
や
転

職
希
望
の
有
無
、
育
児
・
介
護
の
状

況
な
ど

※
統
計
調
査
員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
調

査
票
へ
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

企
画
課　

℡
82
‐
５
６
２
４

●
医
療
講
演
会

▽
と
き　

午
後
１
時
～

▽
内
容　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
臓
病
の
最
新

治
療
に
つ
い
て

▼
問
合
せ　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
大
阪
弁
護
団

　

℡
（
０
６
）
６
８
５
７
‐
３
９
０
０

入
っ
て
い
ま
す
か
？　

　

自
賠
責
保
険
・
共
済

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
交
通
事
故

の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
自
動
車
や
バ
イ

ク
（
原
動
機
付
自
転
車
）
な
ど
、
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
に
加
入
し
な
い
で
運
転
す
る

と
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
違
反

点
数
は
６
点
で
、
た
だ
ち
に
免
許
停
止

処
分
と
な
り
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
は
、
継
続
手

続
き
を
忘
れ
た
ま
ま
運
転
し
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
た
め
、
所
有
す
る
車

両
が
期
限
切
れ
に

な
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
確
認
し
、
安
全

運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

▼
問
合
せ　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会

　

℡
（
０
３
）
３
２
５
５
‐
１
９
４
３

第
７
回
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　

  

参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き

　

９
月
30
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
勤
務
す

る
方
（
学
生
は
除
く
）

※
男
性
は
、
大
会
当
日
に
満
40
歳
以
上

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
18
名
以
内

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
締
切

　

９
月
24
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

▼
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
82
‐
４
５
１
２ 
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然
環
境
保
護
な
ど
）

②
産
業
活
性
化
の
活
動
（
産
業
技
術
の

研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業
の
振
興
、

異
業
種
交
流
な
ど
）

▼
応
募
期
限　

　

平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）

▼
申
込
先　

お
近
く
の
但
馬
信
用
金
庫

本
店
・
支
店

▼
問
合
せ　
（
公
財
）た
ん
し
ん
地
域
振

興
基
金
事
務
局 （
本
店
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
２
０
０

▼
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
申
込
み

▼
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

　

℻
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
１

　

E-m
ail　

info@
tajim

adom
e.jp

但
馬
ド
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
秋
季
生
き
活
き
健
康
教
室
」受
講
生
募
集

▼
と
き　

10
月
３
日（
水
）か
ら
11
月

21
日（
水
）ま
で
の
間
の
毎
週
水
曜
日

（
全
８
回
）　

※
10
月
11
日
の
み
木
曜

　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

▼
対
象　

減
量
・
健
康
維
持
増
進
を
目

的
と
す
る
18
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員　

20
名
程
度

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
全
８
回
）

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
日
）

（
公
財
）た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金

平
成
25
年
度
助
成
金
交
付
対
象
事
業
募
集

▼
助
成
対
象　

平
成
25
年
４
月
か
ら
26

年
３
月
ま
で
に
、
但
馬
地
域
に
お
い

て
実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
営
利
を
目

的
と
し
て
い
な
い
も
の

◆と　　き　９月 30 日（日）午前 9 時～午後３時
◆と  こ  ろ　岸田（青下地区）
　　　　　　※上山高原ふるさと館集合
◆持  ち  物　弁当、水筒、雨具
◆服　　装　長袖、長ズボン、長靴、帽子、手袋
◆参  加  費　大人 1,500 円、小中学生 1,000 円
◆募集人数　先着 20 人　※定員になり次第締め切り
◆協　　賛　山陰海岸ジオパーク推進協議会

―申込み・問合せ―
上山高原ふるさと館　℡ 99-4600

　明治３年に完成し、現在も用水や発電所のクリーン
なエネルギーとして利用されている水路。この水路の
歴史をたどり、涼しい森の中を自然観察ハイキング！
また、道中でワサビ田の作業体験を行います。
　人工のコースではありますが、周りの自然は手つか
ずで、途中にはいくつかの谷川があり、カワセミ、ヤ
マセミ、オオルリなどの美しい野鳥が迎えてくれます。

上山高原エコミュージアム

「明治の水路散策」のご案内

（山陰海岸ジオパーク 110㎞ウォーク認定イベント）
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　9月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,443 人 （－ 19）

　男 7,813 人 （－ 12）

　女 8,630 人 （－ 　7）

世帯数 5,882 世帯 （－　 8）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

7 月 16 日～ 8 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

オータムジャンボは県内の宝くじ売り場で 
１等は、ぐ～んと増額　３億３000 万円

◆販売期間　９月 24 日（月）～ 10 月 12 日（金）
◆抽 選 日　10 月 19 日（金）

　　この宝くじの収益金は、各市町の明るく住みよいまちづくりに使われています。収益金は兵
庫県内の販売実績などに応じて交付されますので、ぜひ県内の宝くじ売り場でお買い求めくだ
さい。　　　　　　　　　　　　　　　（公財）兵庫県市町村振興協会　℡（078）322-1151

国民健康保険税第 3 期 納期限
10 月１日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。納税には便利
な口座振替制度をご利用ください。
　口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願い
します。

税務課　℡８２ ‐ ３１１３


